
 

 

 

 

 

 

 

 夏季一時金 第 1回集計  

 
 

 

 

＜回答状況＞ 

 2023年 2022年同期 

回答引き出し組合 516 493 

 うち 妥結組合 207（40.1%） 108（21.9%） 

＜要求と回答内容＞ 

集計方法&対象 2023年回答 2022年同期 同期比 

単純平均 
月数 2.01 1.98 0.03 

額(円) 677,348 669,417 7,931 

加重平均 
額(円) 663,970 672,706 －8,736 

組合員数 86,791 130,624  

＜前年実績との比較が可能な組合における金額・率の比較＞ 

 組合数 前年実績以上 前年実績超 23年回答 22年実績 実績比 

単純 

平均 

月数 435 347（79.8%） 138（31.7%） 2.01 1.98 0.03 

金額 240 163（67.9%） 154（64.2%） 708,721 687,935 20,786 

＜非正規の仲間の回答状況＞ 

 時給制 月給制 再雇用・時給制 再雇用・月給制 

単純平均 

月数 0.824 1.342 0.561 1.248 

前年同期 0.661 1.262 0.430 1.235 

前年実績 0.756 1.130 0.521 1.114 

額（円） 45,703 226,945 68,292 141,821 

前年同期 46,329 212,410 37,411 123,792 

前年実績 42,860 205,509 57,873 131,426 

※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。 

  ※言葉による回答は平均などの計算から除いています。 

単純平均 2.01ヵ月 677,348円 
 

国民春闘共闘委員会 
〒113-8462 東京都文京区湯島 2-4-4 全労連会館 
☎ 03-5842-5621  FAX 03-5842-5622 

2023 年度 第 22 号 

2023 年 6 月 6 日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 6月 1日、2023

年第 1回目の夏季一時金集計を行いました。 

 



 

 

＜集計結果の概要＞ 

回答引き出し・妥結状況 

6月 1日に実施した 2023年夏季一時金第 1回集計には、別表の 22単産・部会から報告が寄

せられました。回答引出し組合は 1947 組合のうち 516 組合（26.5%）で、前年同期（2022 年

6月 2日時点）の 493組合・27.9%とほぼ同水準となっています。 

妥結組合は 207 組合で、回答引出し組合の 40.1%と、前年同期（2022 年 6 月 2 日時点）の

108組合・21.9%から倍化しています。一昨年同期（2021年 6月 3日時点：回答引出し 580組

合、妥結 192組合、妥結率 33.1%）と比べてもやや多くなっています。 

回答内容 

回答月数が判明している 461組合での単純平均（一組合あたりの平均）は 2.01ヵ月で、前年

同期 19.8 ヵ月を 0.03 ヵ月上回っています。金額が判明している 278 組合の単純平均額は

677,348円で、前年同期（669,417円）を 7,931円上回りました。加重平均額（組合員一人あた

りの平均）は 663,870円で、前年同期（672,706円）と比べ 8,736円減となっています。 

前年実績比較可能な組合を見ると、月数では 435組合の単純平均で今期は 2.01ヵ月と前年実

績（1.98ヵ月）を 0.03ヵ月上回り、347組合・79.8%が前年実績以上となっています。額では

240組合で単純平均 708,721円と前年実績比 20,786円増で、163組合・67.9%が前年実績以上、

154組合・64.2%は前年実績を超える水準となっています。 

回答月数の単純平均を産業別に見ると、鉱業・建設、製造、運輸・通信、その他サービスが単

純平均月数 2.01ヵ月以上となっています。23春闘賃上げ集計同様に農林水産、卸売・小売、医

療、社会福祉・介護関係で厳しい回答状況となっていることが伺えます。しかしながら、前年同

期比や前年実績比較可能組合の状況を見ると農林水産、卸売・小売、医療関係などでプラスと

なっています。また、同一産業間内でも水準や前年比にバラツキがあります。 

パートやアルバイトなど非正規雇用で働く仲間の一時金 

非正規雇用で働く仲間の一時金は、別表の8単産120組合から獲得報告が寄せられています。 

このうち、時給制労働者の一時金獲得は、生協労連 57件、日本医労連 50件など計 119件と

なっています。月数報告のあった 86件での単純平均は 0.824ヵ月で、前年同期 0.661ヵ月（75

件）、前年実績 0.756 ヵ月（174 件）を上回っています。また、金額報告のあった 54 件の単純

平均は 45,703 円で、前年同期 46,329 円（55 件）を若干下回りましたが、前年実績 42,860 円

（127 件）を上回っています。日本医労連の 7 組合ではパートの夏季一時金 2.5 ヵ月の回答を

引き出しています。 

 月給制労働者では 72件の獲得報告が寄せられ、単純平均 1.342ヵ月（60件）、226,945円（24

件）となっています。月数・額ともに前年同期（1.262ヵ月・212,410円）、前年実績（1.130ヵ

月・205,509円）を上回りました。JMITUの組合では派遣社員の夏季一時金を獲得しています。 

継続雇用者では、時間給労働者は生協労連での 11件獲得となり、単純平均 0.561ヵ月（8件）、

68,292円（8件）でした。 

月給制の継続雇用者は 15件の引き出しで、単純平均 1.248ヵ月（10件）、141,821円（7件）

となっています。月数・額ともに前年同期（1.235ヵ月・123,792円）、前年実績（1.114ヵ月・

131,426円）を上回っています。 


